
Ⅲ-① 附属から地域へ広がった生涯囲碁サークル 

  附属坂出小学校の囲碁クラブが地域の囲碁サークルに広がり，地域の小学生から高校生までが囲碁を楽し 
み技能を高めながら，人を思いやる心，忍耐力など将来を生き抜く力を学んだ事例である。 
  附属坂出小学校囲碁クラブの指導者は故端孝義先生（平成30年9月ご逝去）。本校の近くに住む，本校OB教員 
であった。教員を定年退職後，趣味の囲碁を子供たちに教えようと，本校の囲碁クラブの指導に週１回足を運ばれた。 
  また，囲碁への興味を高めた子供たちを自宅に集め，囲碁教室を開かれた。退職後，約20年に渡り，大好きな囲 
碁を通して，子供の教育に携わり，附属坂出学園発の生涯囲碁サークルに尽力された。特に2010年～2012年は，文 
部科学大臣杯，囲碁団体戦 全国大会で優秀な成績を収めた。 
  本稿は，端先生の囲碁教室に高校生まで通った子供の保護者が感銘を受け作成した写真集「世界一小さくて 
世界一熱い 端教室」より，抜粋した写真で紹介する。 
  坂出市は「囲碁の魅力を活かして子供の未来を拓く」 をスローガンに「囲碁サミット」や 「津島杯囲碁まつり」など， 
市を挙げて囲碁の普及活動に取り組んでいる（資料参照）。今後も生涯囲碁サークルで育った子供たちが囲碁の普 
及活動に寄与することはまちがいない。  
 
 
 
   
  
  

附属坂出小学校囲碁クラブ（右端が端先生） 

写真集「世界一小さくて 世界一熱い 端教室」より 



名誉ある賞をいただき，学校でも校長先生に表彰していただきました。 

 端先生から囲碁の最初の入口から、
全国大会で成績を残すことができる棋
力まで教えていただきました。 

 当時は、囲碁を教えてくれる師匠とし
ての端先生でしたが、今、19歳になっ

て振り返ってみると、先生はただ”囲
碁”を教えてくださっただけではなく囲
碁を通して熱中することの楽しさ、そし
てそこから得られる充実感、達成感、
そして何よりもそうすることの大切さを
教えて下さったと思います。私の場合、
囲碁でしたが、何事でも心から熱中で
きるものに早いうちに出会えたことが
本当に幸せだったと感じております。 

 今は亡き先生ですが、これからの先
の人生、先生の教えとともに、私は、
生きていきます。 

子供は今！巣立った子供（現19歳）の声 
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